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1.  平成23年6月期第3四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第3四半期 382,486 2.7 20,224 22.0 20,045 20.6 10,072 7.2
22年6月期第3四半期 372,271 2.3 16,577 29.3 16,620 48.4 9,392 122.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第3四半期 134.40 130.80
22年6月期第3四半期 135.33 126.40

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第3四半期 358,230 123,505 33.8 1,574.13
22年6月期 302,029 106,760 34.9 1,460.81

（参考） 自己資本   23年6月期第3四半期  121,147百万円 22年6月期  105,317百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 10.00 ― 15.00 25.00
23年6月期 ― 10.00 ―
23年6月期 

（予想）
15.00 25.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 500,000 2.5 24,500 16.3 23,500 11.3 12,500 22.1 162.42



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 2社 （社名
株式会社フィデック            
KoigakuboSC特定目的会社

）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期3Q 76,962,380株 22年6月期  72,095,109株
② 期末自己株式数 23年6月期3Q  1,244株 22年6月期  473株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期3Q 74,940,562株 22年6月期3Q  69,406,778株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年７月１日～平成23年３月31日）におけるわが国経済は、企業収益や設備投資

などが回復基調となる中で、雇用情勢の悪化懸念が依然として残ることや円高の進行により引き続きデフレ状況で推

移しました。また、東日本大震災の発生と原発事故による悪影響により国内経済は先行き不透明な状況となりまし

た。  

 小売業界におきましては、景況感の改善傾向に連れて、徐々に持ち直す兆しが見えてきたものの、消費者の生活防

衛意識や節約志向は根強く残り、お客さまの旬のニーズに適切な対応ができている企業の支持率が、ますます高まる

状況になってきました。 

 このような状況の中で、当社は「顧客最優先主義」を実践する業態創造企業として、高品質のアミューズメントと

サービス及びプライスを常に進化させながら、お客さまに「感激」していただける店舗運営実現のため、さまざまな

施策を実行してまいりました。 

 また、お客さまのニーズにお応えするため食料品や日用雑貨品といった最寄品を中心に品揃えの充実を図りなが

ら、リーズナブルな価格訴求を行うことにより、お客さま支持率を高めました。 

 さらに、より多くのお客さまに「感激」していただけるよう、当期も機動的かつ効率的な出店及び改装を推進する

とともに、プライベートブランド「情熱価格」の販売を拡大するなど、グループ総合力を強化してまいりました。 

 平成22年７月から平成23年３月末までの店舗の状況につきましては、関東地方に６店舗（東京都－ドン・キホーテ

池袋東口駅前店、同等々力店、同荻窪駅前店、神奈川県－ドイト相模原本店、埼玉県－ドン・キホーテ大宮東口店、

MEGAドン・キホーテ草加店）、東北地方に２店舗（宮城県－ドイト仙台若林店、福島県－同ラパークいわき店）を開

店し、その一方で、事業効率の見直しを進めたことから、５店舗（ドン・キホーテ東名相模原店、ピカソ本八幡店、

長崎屋瀬名店、MEGAドン・キホーテ町田店、Don Quijote（USA）カイルア店）を閉店しました。また、会員制ホール

セールクラブの実験店として、平成22年９月に大阪府で開店したＷＲ岸和田店を平成23年１月に閉店しました。  

 この結果、平成23年３月末時点における当社グループの店舗数は、223店舗（平成22年６月末時点 220店舗）とな

っておりますが、東日本大震災の影響により、平成23年５月９日現在において、ドン・キホーテ六丁の目店及びドイ

ト仙台若林店の２店舗については営業を休止しております。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,824億86百万円、営業利益202億24百万円、経常利益200億

45百万円、四半期純利益100億72百万円となりました。 

事業別セグメントについては、①リテール事業における売上高は3,679億23百万円、営業利益は154億83百万円、②

テナント賃貸事業における売上高は134億12百万円、営業利益は37億19百万円、③その他事業における売上高は36億

60百万円、営業利益は７億56百万円となりました。 
  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  （単位：百万円未満四捨五入）

  

１．資産、負債、純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）における財政状態において、総資産は前連結会計年度末（平成

22年６月30日）と比較し、562億１百万円増加して、3,582億30百万円となりました。これは主として、現金及び預金

が98億56百万円、棚卸資産が39億92百万円及び有形固定資産が319億53百万円増加したことによります。また、株式

会社フィデックが連結子会社となったことにより、新たに買取債権を68億93百万円計上しております。 

 負債は、前連結会計年度末と比較し、394億56百万円増加して、2,347億25百万円となりました。これは主として、

転換社債が86億25百万円減少した一方、借入金が480億69百万円増加したことによります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較し、167億45百万円増加して、1,235億５百万円となりました。 

２．キャッシュ・フローの状況 

 キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動により得られた資金は、純利益の計上及び減価償却費の計上

等により、173億93百万円となりました。 

 投資活動に使用した資金は、有形固定資産の取得による支出等により、454億85百万円となりました。 

 また、財務活動により得られた資金は、社債の償還による支出等があった一方で、借入金の増加及び社債の発行等

により303億58百万円となりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、407億４百万円となりました。  

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  平成22年６月前期末 平成23年３月当四半期末 増減額 

 資産合計 302,029   358,230   56,201  

 負債合計 195,269   234,725   39,456  

 純資産合計 106,760   123,505   16,745  
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年２月４日付の「平成23年６月期 第２四半期決算短信」で公表しました平成23年６月期の通期の連結業績予

想から変更はありません。  

当社グループが事業を遂行している限り、様々なリスクや不確実性が伴います。そのため、実際の業績に影響を与え

うる重要な要因として、当社及び当社グループの事業を取り巻く経済環境、市場動向等が考えられます。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第３四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社である㈱フィデックの第三者割当増資を引き受けたこ

とにより持分比率が増加したため、連結の範囲に含めております。また、KoigakuboSC特定目的会社の優先出資及

び特定出資を取得したため、連結の範囲に含めております。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①  一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②  棚卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③  固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

④  繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境の著しい変化が生じておら

ず、かつ、一時差異等の発生状況について前連結会計年度末から大幅な変動がないと認められるため、前連結会

計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①  「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ96百万円、税金

等調整前四半期純利益は７億79百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

計上額は16億35百万円であります。 

②  「企業結合に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 51,590 41,734

受取手形及び売掛金 4,418 4,045

買取債権 6,893 －

商品及び製品 78,444 74,452

その他 7,612 8,020

貸倒引当金 △53 △53

流動資産合計 148,904 128,198

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 57,062 49,961

工具、器具及び備品（純額） 9,394 8,711

土地 87,252 64,378

その他（純額） 1,979 684

有形固定資産合計 155,687 123,734

無形固定資産 6,493 2,721

投資その他の資産   

投資有価証券 4,776 6,297

敷金及び保証金 33,070 33,674

その他 13,824 10,566

貸倒引当金 △4,524 △3,161

投資その他の資産合計 47,146 47,376

固定資産合計 209,326 173,831

資産合計 358,230 302,029
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 40,301 42,670

短期借入金 29,701 698

1年内返済予定の長期借入金 12,606 10,834

1年内償還予定の社債 13,007 41,507

1年内償還予定の転換社債 － 8,625

コマーシャル・ペーパー 3,298 －

未払法人税等 4,451 4,014

デリバティブ債務 2,807 －

ポイント引当金 168 247

災害損失引当金 1,367 －

その他の引当金 130 72

その他 13,033 13,338

流動負債合計 120,869 122,005

固定負債   

社債 59,194 33,851

転換社債 350 350

長期借入金 37,673 20,379

デリバティブ債務 139 2,848

退職給付引当金 － 84

役員退職慰労引当金 363 375

負ののれん 2,663 3,306

資産除去債務 1,660 －

その他 11,814 12,071

固定負債合計 113,856 73,264

負債合計 234,725 195,269

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,494 15,049

資本剰余金 22,296 17,856

利益剰余金 82,575 74,503

自己株式 △2 △1

株主資本合計 124,363 107,407

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △286 △104

為替換算調整勘定 △2,929 △1,986

評価・換算差額等合計 △3,215 △2,090

新株予約権 0 0

少数株主持分 2,357 1,443

純資産合計 123,505 106,760

負債純資産合計 358,230 302,029
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成23年３月31日) 

売上高 372,271 382,486

売上原価 278,764 285,190

売上総利益 93,507 97,296

販売費及び一般管理費 76,930 77,072

営業利益 16,577 20,224

営業外収益   

受取利息及び配当金 434 423

負ののれん償却額 643 643

その他 1,026 980

営業外収益合計 2,103 2,046

営業外費用   

支払利息 1,232 1,282

デリバティブ評価損 404 108

その他 424 835

営業外費用合計 2,060 2,225

経常利益 16,620 20,045

特別利益   

固定資産売却益 442 20

転換社債償還益 221 －

段階取得に係る差益 － 197

収用補償金 － 387

その他 218 496

特別利益合計 881 1,100

特別損失   

投資有価証券評価損 756 271

店舗閉鎖損失 261 341

減損損失 14 457

和解金 354 64

災害による損失 － 1,842

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 682

その他 398 569

特別損失合計 1,783 4,226

税金等調整前四半期純利益 15,718 16,919

法人税、住民税及び事業税 6,550 7,622

法人税等調整額 △485 △1,127

法人税等合計 6,065 6,495

少数株主損益調整前四半期純利益 － 10,424

少数株主利益 261 352

四半期純利益 9,392 10,072
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 15,718 16,919

減価償却費 7,106 7,137

減損損失 － 457

負ののれん償却額 △643 △643

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 1,367

その他の引当金の増減額（△は減少） △16 △8

受取利息及び受取配当金 △434 △423

支払利息 1,232 1,282

デリバティブ評価損益（△は益） 404 108

有形固定資産売却損益（△は益） △442 5

転換社債償還損益（△は益） △221 －

投資有価証券評価損益（△は益） 756 271

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 682

売上債権の増減額（△は増加） 944 △449

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,134 △4,475

仕入債務の増減額（△は減少） 9,162 2,612

その他 962 756

小計 33,394 25,598

利息及び配当金の受取額 318 295

利息の支払額 △1,350 △1,438

法人税等の支払額 △6,511 △7,062

営業活動によるキャッシュ・フロー 25,851 17,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △20,298 △33,401

定期預金の払戻による収入 10,241 25,623

有形固定資産の取得による支出 △16,371 △32,624

有形固定資産の売却による収入 1,371 482

無形固定資産の取得による支出 － △2,637

敷金及び保証金の差入による支出 △928 △449

敷金及び保証金の回収による収入 2,031 840

投資有価証券の取得による支出 △50 －

投資有価証券の売却による収入 27 927

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △4,935

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 1,178

匿名組合出資金の払戻による収入 825 3

その他 △311 △492

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,463 △45,485
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 

 至 平成23年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △8,754 13,802

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 8,469 3,287

長期借入れによる収入 19,702 28,300

長期借入金の返済による支出 △8,713 △9,796

社債の発行による収入 23,200 37,590

社債の償還による支出 △9,540 △41,157

転換社債の償還による支出 △19,950 △25

株式の発行による収入 － 285

配当金の支払額 △1,595 △1,850

その他 271 △78

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,090 30,358

現金及び現金同等物に係る換算差額 △140 △267

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,338 1,999

現金及び現金同等物の期首残高 42,040 38,911

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 9

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △215

連結子会社と非連結子会社との合併による現金及び
現金同等物の増加額

62 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 47,440 40,704
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成22年3月31日） 

 （注）１．事業の区分の方法 

      事業は、グループ内の事業展開を基準として区分しております。 

２．各事業区分の主要な内容 

３．ディスカウントストアに業態転換をした㈱長崎屋の店舗については、事業の種類別セグメント情報において

ディスカウントストア事業に含めて記載しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成22年3月31日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成22年3月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、商品・サービスの提供形態別のセグメントから構成されており、「リテール事業」及び「テナント賃

貸事業」の２つを報告セグメントとしております。「リテール事業」は、おもに、家電製品、日用雑貨品、食

品、時計・ファッション用品、スポーツ・レジャー用品及びＤＩＹ用品等の小売販売を行っており、ビッグコン

ビニエンス＆ディスカウントストア「ドン・キホーテ」、ファミリー向け総合ディスカウントストア「MEGAド

ン・キホーテ」、総合スーパー「長崎屋」、ホームセンター「ドイト」等の店舗を展開しております。「テナン

ト賃貸事業」は商業施設におけるテナント誘致及び管理を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ディスカウ
ントストア 
（百万円） 

総合 
スーパー 

（百万円）

テナント 
賃貸 

（百万円）

 その他 

（百万円）

計 

（百万円） 

消去 
又は全社 

（百万円） 

連結 

（百万円）

 売上高               

(1）外部顧客に対する売上高 315,143 43,854 11,909 1,365 372,271 － 372,271

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
203 3 1,657 673 2,536 (2,536) －

計 315,346 43,857 13,566 2,038 374,807 (2,536) 372,271

 営業利益又は営業損失（△） 13,474 △159 3,362 419 17,096 △519 16,577

事業区分 内容 

 ディスカウントストア事業 ディスカウントストア等 

 総合スーパー事業 スーパーマーケット等 

 テナント賃貸事業 テナント賃貸等  

 その他事業  不動産管理、システム開発等  
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成23年3月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、マーケティン

グ事業、携帯機器販売事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額266百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成23年3月31日） 

「リテール事業」セグメントにおいて、連結子会社㈱ダブルアールが展開する会員制卸売型小売事業につい

て、当初想定していた収益が見込めなくなったため、固定資産の減損損失390百万円を計上しております。ま

た、「リテール事業」セグメントの一部店舗について、当初想定していた収益が見込めなくなったため、固定資

産の減損損失57百万円を計上しております。 

「その他事業」セグメントにおいて、㈱フィデックの新規連結により、のれん1,292百万円を計上しておりま

す。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。  

  

  

当社は、第２四半期連結累計期間において転換社債型新株予約権付社債の権利行使による株式転換を実施してお

ります。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が43億２百万円、資本剰余金が42億98百万円それぞ

れ増加しております。 

  

  

  

報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

リテール 
テナント 

賃貸 
計 

売上高               

外部顧客への売上高 367,920 11,614 379,534 2,952 382,486 － 382,486

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

3 1,798 1,801 708 2,509 △2,509 －

計 367,923 13,412 381,335 3,660 384,995 △2,509 382,486

セグメント利益 15,483 3,719 19,202 756 19,958 266     20,224 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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